
２０１７期・伊豆八十八札所巡礼報告書 

                                    写真・文 後藤 

と き   ２０２０．１２．０９（水）晴・暑い 

ところ   土肥・８６番安楽寺発８：２９一小土肥一焼却プラント１０：１１一舟山一舟山峠 

      （仮称）１１：４９（この間４０分ロス）一昼食１２：２０～１３：０５一戸田一８

７番・大行寺１３：２１～１４：１０一井田入り口１５：２１－三島駅 

参 加＝１３名  距離＝約１５ｋｍ  

 

     一年の「お疲れさま会」がなくて・・・ 

 

先月、最終の土肥・安楽寺から出発。天気は曇り。旅人岬から小土肥に入り、ショート・カットで

県道を渡る。余りに暑いので着替えをした。ところが人数が３名少ない。 

 

 
 

トイレ時、はぐれたようだ。この日は、サポーターのＫが休みでラストの点検がなかった。２名は

すぐ分かったが、Ｎさんが行方不明。県道を左に行くべき所を右に下ってしまったようだ。 

すぐバスに連絡して、拾ってくれるよう依頼。しかし、そのバスが道路を歩いているＮさんを見落

として行き過ぎ、再びＵターンして拾いに行った。 

 

 



全員結集して再び出発。舟山手前で休憩。ここでＴさんが、「ワビスケ」の枝を採取。家に植える

とのこと。道路工事を経て、戸田への峠道に入る。１１時過ぎで、昼食を何処でと迷ったが、結局、

持参した。 

 

 
舟山峠（仮称）地蔵さま           古の道標 

 

峠道を２０分程上ったが、Ｎさんが不調。「気持ちが悪い」という。ちょっと良くない状態。すぐ

バスを呼ぶが既に戸田・道の駅に行ってしまった。すぐ来て貰う。携帯が通じて良かった。Ｎさん

をバスに乗せ、皆は峠を越える。 

 

路が酷かった。全く手入れナシ。樹木が散乱し、汚れた落ち葉が堆積していた。看板は新しいんの

だが、整備まで予算がないのか。西伊豆歩道を売り込んでいるのに情けない。慣れない方が歩いた

ら大変なことになる。 

 

 
昼食後                   大行寺 

 

酷い山路を下ると、集落の最終地でミカン畑が広がる展望が良い場所に出た。時間は既に１２時を

回っていた。これ以上の歩行は厳しい。 

ここで昼食とした。ただ、女子はトイレがないので申し訳なかった。Ｉさんの干し柿、Ｗさんの「竹

炭ピーナッツ」、Ｗさんの柿、とか回って来た。今日は、何故かビアは一本。 



 大行寺・藤尾住職 

 

午後は、戸田に下り、大行寺に向かう。お勤め後、住職のお話。寺の歴史とかの中に「俱会一処（く

えいっしょ）」があった。寺は浄土宗。 

 

・・・倶会一処とは、浄土教の往生の利益の一つ。阿弥陀仏の極楽浄土に往生したものは、浄土の

仏・菩薩たちと一処で出会うことができる、という意味である・・・ネット 

 

終了後、住職を交えて記念写真。本来、１２月は、午後から「一年のお疲れさま会」だが、コロナ

で中止。温泉もなしでガチクリ。午後の巡礼。途中、「戸田歯科医」があった。「へだ（へた）」

では、お客様は、少ないかな？？でも、山上で見晴らしは良さそう。 

沢海（たくみ）から展望台に上がると、御浜岬（みはま）が大きく美しかった。時間がまだあるの

で、更に頑張る。結局、井田への降り口まで歩いた。私は何故か「力が余っていた（？？）」ので、

最後は走ってしまった。( ´艸｀) 

二年以上続いた伊豆巡礼は、２月に３名結願（けちがん）する。長い長い２年余りだった。 

 

 倶会一処 



 
伊豆八十七番札所・大行寺 

 

 戸田・御浜岬                            


